
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・オーラルイントロダクション

■

・文法の導入

・語句・表現の導入

・本文の導入・理解

■

・

■自己表現活動

・語彙の意味・例文調べ

・テーマに関わる英作文

■パターンプラクティス

・目標文法の口頭練習

・目標文法のライティング練習

■

・文法の導入

・語句・表現の導入

・本文の導入・理解

■

・

■自己表現活動

・語彙の意味・例文調べ

・テーマに関わる英作文

■パターンプラクティス

・目標文法の口頭練習

・目標文法のライティング練習

■

・オーラルイントロダクション

・音読

・語句・表現の確認

・題材内容の確認

時間 学習内容・主な活動

■

・本文の復習（音読）

・目標文法や語彙の意味・例文調べ

■自己表現活動

・テーマに関わる英作文

■表現活動

・テーマに関わる英作文のまとめ・編

集（個人）

■表現活動

・テーマに関わる英作文のまとめ・編

集（グループ）

■表現活動

・プレゼンテーションの練習

■表現活動

・地域の特産物についてのプレゼンテ

ーション
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実践例

 生徒の姿と動機づけ

 平成 年度の小学校外国語活動の本格的な実施

から 年が経った。小学校にて外国語活動の授業を

参観すると，児童は （もしくは ）が英語で

展開する授業を楽しんでおり，大きな声で発声した

り，伝えたい内容を英語で発信したりすることがで

きている。しかし，そんな児童が中学校に入学し，

夏休みを終えて 学期を迎える頃から授業中の様子

に変化が見られるようになることが多い。教科書本

文を最後まで読まずに座る，ペアでの活動を行わな

い，表現活動でどう発話すればいいのか考えていな

いなどの姿が見られ始める。「学んだことを生かし

て考えてみよう。やればできるよ。」などと励まし

てみたところで，その後生徒の理解が深まったり，

意欲的に取り組めるようになったりする様子はな

い。多くの教室で見られる生徒の姿ではないだろう

か。

現行の学習指導要領外国語の目標として，言語や

文化に対する理解を深めること，積極的にコミュニ

ケーションを図る態度の育成を図ること，聞くこと，

話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケー

ション能力の基礎を養うことが掲げられている。日

頃の授業においては，生徒が英文を読んだり，聞い

たりして学んだことを基に，伝えたいことを書いた

り，話したりするような構成になるよう心掛けてい

る。その展開の中で生徒が意欲的に活動に取り組む

ことができるように仕向けていくには何が必要な

のだろうか。村野井（ ）では，外国語学習が成

功するかどうかを左右する最も大きな要因の つと

して動機づけを挙げている。そこで

“ ”においてコミュ

ニケーション能力の育成を目指した授業に動機づ

けを高める手立てをどのように取り入れていった

らよいのかを深めることとした。

 動機づけの手立てを取り入れた実践展開

の授業は，村野井（ ）が述べる教

科書重視の内容中心授業を中心に展開することと

した。その授業展開の主な指導の流れは，オーラル

イントロダクションを行う（提示），リスニングや

リーディングを通して題材内容を深めさせる（理

解），文型練習や音読をすることで言語産出能力を

高めさせる（練習），題材内容を自分の英語で再生・

要約したり，題材内容についての考えを表現したり

させる（産出）である。 の題材内容につ

いて理解を深めさせ，関連するテーマについて産出

させるような流れとした。動機づけの手立てを取り

入れるに当たっては を参考とした。

図 は学習者の動機づけを創造し，高め，維持・継

続させていく指導実践の流れを示したものである。

本実践では が示している動機づけの

具体的な手立てを，日本における中学校レベルで取

り組めるように工夫を加えた。（資料 を参照）

 

 

 

 

図  動機づけを高める指導実践（ ）

  指導の具体例

本課では， を使った存在を現す表現

や動詞 に動名詞を加えた の第 文型が

新出文法として扱われている。それらが使用されて

いる英文を通して，日本の食文化について知識を深

めるとともに，自分の地域の食文化に目を向けるこ

とのできる単元である。図 が示す段階に沿って授

業実践の内容を述べる。

①動機づけの基礎的な環境の創造

実践前：筆者の勤める地域の食文化である寿司を交

流のある大学生に伝える英作文を作成し撮影をす

学習開始時の 

動機づけの喚起 

動機づけの基礎的

な環境の創造 

肯定的な追観 

自己評価の促進 

動機づけの 

維持と保護 
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ること，個人で作成した英文を持ち寄ってグループ

で完成させることを伝えた。グループ活動の際には

私語が多く，活動に上手く参加できないことがあっ

たため，まず始めにグループ活動を行う際の注意点

を考えさせた。次時に生徒が書いた内容を知らせ，

守っていこうと促すことで活動に意欲的に取り組

むように意識させた。

②学習開始時の動機づけの喚起

第 時： の内容を深め生徒が行う発表の

モデルを示すため，筆者が作成した地域の特産物

を紹介するモデルとしてプロジェクターを通し

て英文を提示し，口頭発表をした。 で

扱う新出文法は音声先行で導入し，意味や文構造

が理解できるように字体や色を目立たせた。

第 時： の本文内容を理解するとともに，

新出文法である の例文を辞書で調

べ，地域の寿司を紹介する英文を作成させた。表

現したい英文を辞書で調べた例文を基に作成す

るなど，取り組みを通して作り上げていく活動を

重ねた。

第 時： の文法を読んだり，書いたり

させながら反復練習をさせた。課題の達成目標を

提示し，ポイントやアドバイスを一人ひとりに与

えた。課題を達成した生徒をモデルとして示し，

模範として具体的に示した。また生徒同士による

フィードバックの機会を多く設定した。

第 ～ 時： も と同様のパタ

ーンで の文法事項の提示，英文の作成，反

復練習をした。同じ流れで行うことを示すことに

より， 回目には活動に慣れて取り組める展開に

した。

第 時： には 地域の寿司が取り上げられ，

紹介する英文が書かれている。本時は内容理解に

焦点を当て，内容を問う英語の質問に答えさせる

ことで理解度を確認した。各地域の寿司に関して

日本語による背景知識を与え理解をより促すと

ともに，自分たちの地域の寿司の特徴についても

考えさせた。

第 時： において扱われている文法や語彙の

中で英文を作成する際に必ず取り入れて欲しい

文法や語句を示し，それらについて辞書を使用し

て例文を調べさせた。また地域の特産物である寿

司を紹介する英文の作成には，調べた例文の語句

を置き換えて取り入れるように指示し作成させ

た。

③動機づけの維持と保護

第 ～ 時：生徒にはこれまでに作成してきた英文

や教科書の英文を活用して地域の特産物である

寿司を紹介する英文を完成させることを指示し

た。英文の正確さよりもテーマに対して自分の考

えを多く表現できているかに着目させ英文を作

成させた。まずは個人で作成させ，次に作成した

英文を持ち寄って各自の良い表現を取り入れな

がらグループで完成させることとした。グループ

で作成した英文の内容や正確さをチェックした

後，プレゼンテーションする担当箇所を決めさせ，

流暢に発言できるように繰り返し練習させた。発

音やスピード，アイコンタクトなど発話する際に

注意する点を指導し，実際に撮影しながら繰り返

し練習に取り組ませた。

第 時：繰り返し練習をした地域の寿司を紹介す

るプレゼンテーションに取り組ませた。練習の過

程で間違えのあった箇所や注意すべき発音など

を確認し，正しく発話するように意識させた。以

下に生徒がグループで作成しプレゼンテーショ

ンを行った英文の一例を記載する。

【生徒が作成したプレゼンテーション英文】

○○

△△ △△

×× △△

○○

△△

△△ △

△

△△

△△

○○

△△
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④肯定的な追観自己評価の促進

実践後： のまとめとして生徒には取り

組みのふり返りをさせた。その際には頑張った点や

もう少し頑張れた点，学習が足りなかった点などに

ついてふり返りをさせることとした。また，実践前，

後に書かせた英文の内容から新たにできるように

なった点についてもふり返りをさせた。取り組み過

程で生徒が努力していた点やこれから気をつける

べき点をフィードバックし，これからも継続して努

力して欲しいことを伝え単元を終えた。

 実践授業を振り返って

 実践後にとったアンケートからは，「ビデオの前

で英語を話すのは緊張したが，楽しかった」のよう

な意見が見られた。授業内の活動に一つひとつ考え

ながら取り組み，グループで英文を仕上げた達成感

を感じることができたのだろう。生徒が活動の中で

「できる喜び」を感じたり，グループの中で認めら

れたりする仕組み作りが動機づけを高めることに

なると実感した。統計分析を行った結果，授業の活

動に前向きに取り組むことができた生徒の多くは

動機づけが高まっていた。

 その一方で，授業後に動機づけに対する変化が見

られなかったり，低まったりする様子も見られた。

これらの生徒は，授業中の活動や教科に対して苦手

意識があることがアンケートからわかった。そんな

生徒達も，海外の映画や音楽などに対しては興味を

示していた。生徒の興味・関心をつかみながら，生

徒の心をつかむ教材を提示することも必要である。

 本実践の中に取り入れた動機づけの手立ては，特

別に変わったものではない。先生方が日頃取り組ん

でいることばかりである。それらを適切なタイミン

グで，意図的に取り入れながら，系統観を持って指

導し続けていくことが生徒の動機づけを高めてい

くことに繋がると考えている。

 本実践では動機づけに効果があると捉えた手立て

を意図的に取り入れた。しかし，生徒にいきなり多

くを求めすぎたことで負担を感じている生徒も見

受けられた。どの手立てをどのように取り入れてい

くかを考え，適切なステップを提示していくことが

今後の課題である。教師の言葉かけや支援は多くの

生徒の「やってみよう」する気持ちを引き出すこと

を生徒の姿を通して改めて認識した。太田（ ）

に効果を感じる 項目の動機付けが載っている。

それらの中で，授業の中で実践できるものから少し

ずつ取り入れていくことが生徒の動機づけを高め

る最初の一歩となるだろう。

 生徒の動機づけは教師との信頼関係の上に生徒の

力を伸ばし，自信をつけさせていくことが鍵となる

と実践に取り組みながら感じた。目を輝かせ意欲的

に授業に臨む生徒を育成するべく，これからも指導

を続けていきたい。
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